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霊長頬の調音 (構音)と発声器官との梢築の比
較機能形態学的研究は霊長規の系統進化を論ずる
うえで重要な器官のひとつとしてあげることがで
きる｡ヒトの有節言語の系統進化を論ずる基礎的
研究として,調音 (舌骨装置)器官と発声 (喉頭)
器官との構築に関する基礎的研究を行った｡
資料は主として日本モンキーセンター柴栖研究
所資料室の霊長規晒骨および液浸標本9科30属6.4
種,約300例の舌骨装置と喉頭標本を用いた｡生
体での舌骨装置と喉頭の構築分析には,ニホンザ
ルのオス,成獣を用い,筋電図法,Ⅹ緑映画投影
法による分析に供した｡
舌骨装置の底舌骨正中矢状断面の形状の観察結
果から,皿状型.ヒトの舌骨休と同型の舟状型,
杯状型および杯状型の特殊化した水差状型の四型
に分校することができた.舌骨装置の底舌骨と甲
状舌骨 (大角)の形状は,喉頭軟骨と喉頭腔声門
の形状に大きく関与し,とくに甲状軟骨と喉頭室
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のtlr策との相関がみられた｡
皿状型の底舌冊はキヌザル科の一般型として認
められた｡杯状型の底舌骨はオナガザル科の一般
型として認められた｡付状型の舌竹体 (庇舌冊)
はヒトの一般型として認められる形状であるが.
詔艮Flでは和独雅日のキネズミ科.flは亜日の
オマキザル村のクモザル.ヒトニザル科のオラン
ウー タンなど笠長FIの系統に関係なく認められた｡
水差状型の底舌骨は原独亜日のガラゴ科,真猿亜
日のオマキザル科のホエザル,ヨザルなどに認め
られ,この水差状型の底舌骨をもつ系統では,喉
和室の喉頭小繋が特殊化した喉頭嚢をもつ｡
霊長頬の底舌骨の形状は,霊長頬の系統特有の
喉頭腔の延長として存在する喉頭小繋あるいはこ
れの特殊化した喉頭襲,あるいはオナガザル科な
どにみられるサルの一般型として存在する喉頭頚
の大きさ.形状と相関にある｡この多様な詔長Fl
の舌骨装正と喉頭の構築は.霊長頬の食性.運動
様式などの生活様式のなかで.他の系統にみられ
ない多様な運動様式との相関性が示唆された (本
研究の一部は.昭和55,56年度文部省科学研究捕
助金,NuOO557011を用いて行なった)｡
群れ内に存在するニホンザルの行動の実験的
分析
樋口義治 (愛知大･教養)
ニホンザルの道具使札 サブカルチュアの基本
原理としてオペラント条件づけを考え (グループ
オペラント),飼育群で実証 ･分析する目的で55年
皮若桜群内に,パネルを押すと大豆の出る装置2
台を設置し,その伝播,柾得方法について分析し
た｡56年度は,多くの個体をパネル操作に向かわ
せる目的でのパネル2台設置をパネル押しにコスト
をかける郡で代用した｡すなわち,強化スケジュー
ルを導入し,CRF.FR20,100.200.500.
20と変化させた (FR20は.20回のパネル押しに
l個の大豆が与えられる)｡以下に主要な結果を示
す｡
①コスト(FR値)の変化にともないパネル押し反
応個肘こ変化があったか｡ :各コスト値ごとに1
回以上反応した個体数は.コストが変化しても大
きな変化はなかった｡しかし.各コストごとに大
豆を位相できた個体をみると.FRの上昇につれ
て少なくなった｡コストの上昇にともない大豆の
杜得が特定の個肘 こ独占されていくのが原因と思
われる｡また,CRF,FR20で最も反応を独占し
たサブは,FRIOOになって以降反応が激減した｡
これは邦2順位である事が関係しているかもしれ
ない｡
㊥新たに反応を獲得した個体について｡ :新規に
パネル押しを獲得したものは5頭いるが.いずれ
も実験の初期から反応した｡実験開始以前,大豆
は出ないが,パネルをサル達の自由にさせていた
事が原因かと思われる｡また,55年,56年を通じ
て,パネル押しを獲得しなかったのはボスと年長
のメス達であった｡
以上の他に.◎伴食関係,④ボスのパネル箱.パ
ネルに対する関心,㊥パネル操作が個休により異
なる点,㊥大豆位得が極めて少ないのにもかかわ
らず.長和に渡ってパネル押しが維持されている
点について分析が加えられた｡
霊長類リンパ系に関する比較担税学的研究
1.消化管 (小腸および大腸)に関する知見
早川敏之 (慈恵医大)
ここでは消化管におけるリンパ装置 (リンパ浸
潤,孤立リンパ小節.取合リンパ小節)の分布お
よび発達の程度を肉眼あるいは組孤学的に検索を
行なっている｡
昭和56年皮はサル小脳におけるリンパ装置,特
にバイエル氏坂の分布および発達についての研究
に着手した｡肉眼観察ではニホンザルとカニクイ
ザル各1頭を研究計画雷の方法に従って処置し.
観察,記録した｡ニホンザルではバイエル氏板を
38個,カニクイザルでは36個を数えた｡観察し得
たサルにおけるバイエル氏枚の好発部位はやや連
続的に隅間膜付rf緑の対仰=こ認めるが,一部分に
は存在部位の変化も認められた｡また,その大き
さ.致などは虻門側に向い漸次増加の傾向を示す
ようですが.未だ観察例数が少ないので確言はで
きない｡
光顕観察ではタイワンザル2頑を研究計画書の
方法に準じて観察を行なっている｡この光顕観察
の材料と肉眼観察の材料とは合致しないので,で
き得れば一致させ,材料との比較を行ない検討を
加えたいと考えている｡
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